
基本高水のピーク流量の算出までの流れ

基準地点
の選定

計画降雨
継続時間
の設定

降雨データ
の収集・整理

計画降雨量
の決定

降雨パターン
の選択
時間分布
空間分布

流出計算 基本高水の
ピーク流量決定

基本高水の
ピーク流量決定

計画安全度
（確率規模）

の決定

２日
（時間雨量データが
少なく蓄積のある日
雨量データを使用）

Ｓ２～Ｓ４０
日雨量データ

ハーゼン法等
３手法

S40の実績洪水の時間分布
を基に降雨特性5パターン
の空間分布(降雨の時空間分
布データの蓄積が少い)

単位図法

（当時、一般的に使用さ
れていた手法）

降雨量の設定 洪水ピーク流量の算定

○雨量確率から一連の流出解析を行い、基本高水のピーク流量を決定するという基本的な考え方は、工事実施基本計
画も河川整備基本方針（案）も同様。

○工事実施基本計画は、水文データ等が少ない時代に降雨パターンを工夫した上で、当時の一般的な方法で策定。

○河川整備基本方針（案）は、工事実施基本計画策定以降に蓄積された水文データや知見を用いて近年の一般的な方法
で立案。

１２時間
（洪水のピーク流量に
大きく影響する降雨の
継続時間を設定）

Ｓ２８～Ｈ１７
時間雨量データ

１１手法
（近年一般的に使用
されている手法）

S28～H17の実績洪水を基
に12パターン
(降雨の時空間分布の蓄積)

貯留関数法

（近年、一般的に使用さ
れている手法）

工事実施基本計画

河川整備基本方針
（案）

球磨川水系
工事実施基本計画と河川整備基本方針（案）
の基本高水のピーク流量の算出方法について

人吉、萩原
（直轄区間が中抜
けしていたため）

人吉
（一般的な基準地点
の設定方法より設
定）

降雨データの
整理

降雨量データを
確率処理し計画
規模の降雨量を
算出

降雨の時空間分布
によりピーク流量
が異なることから
様々な降雨の時空
間分布を設定

流出計算モデ
ルにより洪水
のピーク流量
を算定

資料－３

流出計算結果の最大値を採用

（水系全体の安全度を
代表する地点）

計画降雨量まで
引き伸ばす降雨
継続時間

１



工事実施基本計画と河川整備基本方針（案）の基本高水のピーク流量の算出方法の比較（１） 球磨川水系

１２時間
・時刻に関係ない最大降雨に対応できるよう時間単位で設定

・洪水の到達時間

・降雨継続時間とピーク流量との相関

・球磨川の特性として大きな洪水流量が発生したのは、概ね１２時間程度
に降雨が集中した

２日
・時間単位で設定することが望ましいが、時間雨量データは

13年間と蓄積が少なく39年間の蓄積のある日雨量で設定

・大きな洪水の降雨の主要部分が日界をまたいで存在するため
２日雨量を採用

計画降雨継続時間

統計手法

計
画
降
雨
の
設
定

262mm/12時間人吉：440mm/2日，萩原：380mm/2日計画降雨量

昭和２８年～平成１７年（５３年）昭和２年～昭和４０年（３９年）統計期間

人吉人吉、萩原基準地点

１／８０１／８０計画規模

河川整備基本方針（案）工事実施基本計画項目

雨量資料から計画安全
度に対応した降雨量を
算定する手法

流域の流出特性を考慮
し、洪水のピークに影
響する降雨の継続時間

100 500200100

雨量確率図（人吉上流域）

流域平均２日雨量（mm）

水系名：球磨川水系
河川名：球磨川
地 点：人吉地点12時間雨量

251.5㎜ 273.6㎜

50 100 200 500㎜

1/80

←

確
率
年

一般化極値分布
グンベル分布
対数ﾋﾟｱｿﾝⅢ型分布
対数正規分布（岩井法）
対数正規分布（石原・高瀬法）
対数正規分布（ｸｵﾝﾀｲﾙ法）
３母数対数正規分布（積率法）
２母数対数正規分布（L積率法）
２母数対数正規分布（積率法）

（１／年）

グンベル分布など11手法に
より、S28～H17のデータ

により算出

適合度の良い手法（SLSC 
< 0.04）の平均値を計画降

雨量と設定

水系名：球磨川水系
河川名：球磨川
地 点：人吉地点2日雨量

←

確
率
年

（１／年）

200
150
100

50

20

10

5

ハーゼン法など３手
法により、S2～S40
のデータにより算出

各区分流域毎の計画
降雨量を設定

ハーゼンプロット

人吉1/80：440mm/2日

262.0㎜

２



工事実施基本計画と河川整備基本方針（案）の基本高水のピーク流量の算出方法の比較（２）

流出計算手法

計画降雨パターン

ピ
l
ク
流
量
の
算
定

基本高水の
ピーク流量

河川整備基本方針（案）工事実施基本計画項目

球磨川水系

本川下流Ⅱ型本川下流Ⅰ型 全川型

川辺川
流域

本川
上流域

本川
下流域

川辺川
流域

本川
上流域

本川
下流域

川辺川
流域

本川
上流域

本川
下流域

本川上流型川辺川型

川辺川
流域

本川
上流域

本川
下流域

川辺川
流域

本川
上流域

本川
下流域

昭和４７年７月洪水
【４０１．９㎜／２日】

球磨川全域で降雨量が多い球磨川全域で降雨量が多い
が、特に流域の南側で降雨が、特に流域の南側で降雨
量が多い量が多い

○降雨の時間・空間分布のデータが少なかったためS40洪水の実績降雨を基
に５つの降雨パターンを設定

単位図法
①策定当時一般的に用いられていた手法
②１時間での一定量の降雨に対する河川への流出波形を求め、降雨波形の
時間毎の雨量に応じて流出波形を重ね合わせていくことで全流出量を求め
る手法

○計画降雨継続時間内雨量の上位１０洪水および

○人吉地点の計画高水流量（4000m3/s）以上の１２の降雨パターンを選定

貯留関数

①近年一般的に使用される手法

②森林等を見込み、流域での貯留や河道での貯留を表現したモデル

Ｑa
Ｑb

ＱcＱd

A流域Ｂ流域Ｄ流域

Ｃ流域

Ａ

河
道

Ｂ

Ｄ

Ｃ

：流域

：河道
：基準点

貯留関数法

河
道

河
道

f1･ｒ
（1－f1）・ｒ

降雨

川に出てくる分の雨

f1･ｒ
（1－f1）・ｒ

降雨

川に出てくる分の雨 ＝ ｆ１ｒ－ｑ
dＳ
dt

q
Ｓ

貯留高

＝ ｆ１ｒ－ｑ
dＳ
dt

q
Ｓ

貯留高

昭和４０年７月実績降雨量
昭和４７年７月実績降雨量

基底長（降雨量にかかわらず一定）

流域に降る降雨は様々
な時間・空間分布を有
しており、計画降雨量
からピーク流量を算出
するために用いる時
間・空間分布の洪水

流域の流出特性を考慮
し、降雨から流量を算
定する方法

8,5808,5708,5008,9008,910萩原

5,9405,9505,8407,0607,040人吉

全川型
本川下流

Ⅱ型
本川下流

Ⅰ型
本川上流

型
川辺川型

○５降雨パターンの流出計算結果の最大値を採用（人吉、萩原）

人吉：7,000m
3
/s 萩原：9,000m

3
/s

単位：m3/s

4,576

H16.8

3,768

S47.6 ※

5,451

H7.7

10,230

S40.7 ※

H17.9H9.9H5.9S57.7

5,3604,1424,0095,637

6,9975,5914,2954,001

S47.7S46.8S39.8S30.9

○１２降雨パターンの流出計算結果の最大値を採用（人吉）

人吉：7,000m
3
/s

単位：m
3
/s

雨
量

流
出
量

※は棄却

３



確
率
年
→

流域平均２日雨量（㎜）→

100
50

20
10

5

2

80年に１度

1000500100

S2～S40年の流域平均２日雨
量を確率処理し８０年に１回発
生する降雨量を算定

球磨川水系工事実施基本計画の概要 球磨川水系

球磨川水系工事実施基本計画の諸元

⑦【流量配分の考え方】
家屋等の密集状況、川下りやアユの生息環境等の
河川環境等を考慮し、既設の市房ダムと川辺川
ダムによる洪水調節により、計画高水流量を

人吉地点：4,000m3/s
萩原地点：7,000m3/s と設定

⑤【流出計算手法（流出計算モデル）】
降雨から流量を算出する計算手法は、計画策定
当時、一般的に用いられていた単位図法（立神単位
図法）を採用。（昭和２９年以降の主要６洪水で
モデルの再現性を確認）

④【検討する降雨パターンの設定】
洪水の流量を算出するには、降雨の時間分布や地域分布が必要

2,000m3/s3,000m3/sダムによる調節流量

昭和40年7月洪水対象波形

単位図法流出解析手法

4,000m3/s

7,000m3/s

440㎜/2日

人吉 萩原基準地点

１／８０確率規模

7,000m3/s計画高水流量

9,000m3/s基本高水のピーク流量

380㎜/2日計画降雨量

地域分布は、実績の主要降雨が地域的に様々な偏りがあるため、
それらの降雨状況を反映できるよう５つの降雨パターンを検討

降雨の時間分布は、流域で被害が大きかった昭和４０年７月の洪
水の降雨の時間分布を採用

基本高水のピーク流量及び計画高水流量一覧表 （単位：m3/s）

計画高水流量図

●

●

萩
原

人
吉

川辺川ダム

市
房
ダ
ム

6,1306,5505,8505,8905,340計画高水流量

8,5808,5708,5008,9008,910基本高水の
ピーク流量

萩原

3,4503,8702,9204,0003,380計画高水流量

5,9405,9505,8407,0607,040基本高水の
ピーク流量

人吉

全川型
本川

下流Ⅱ

本川

下流Ⅰ

本川

上流型
川辺川型地 点

単位図法による流量の再現事例

（昭和４０年７月洪水）

流
量

6000

5500

5000

4000

4500

3500

3000

2500

2000
1500

1000

500

0
12 18 0 6 12 18

7月2日 7月3日

m3/s

⑥【基本高水のピーク流量】
計画降雨量について５つの降雨パターンを設定。
流出計算を行った結果の内、最大値を採用し、
基本高水のピーク流量を

人吉地点：7,000m3/s
萩原地点：9,000m3/s と設定

基本高水のピーク流量及び計画高水流量の設定の流れ

①【計画規模】
河川の規模や流域の開発状況等を考慮して

計画規模を８０年に１回と設定

②【基準地点】
昭和41年策定の工事実施基本計画では、下流の八代地区と上流
の人吉地区を直轄区間としており、中流域が中抜となっていたこと
から、

人吉・萩原の２地点を設定

③【計画降雨量】
８０年に１回に相当する流域平均雨量を算出

人吉地点：４４０ｍｍ／２日
萩原地点：３８０ｍｍ／２日

（昭和４０年７月洪水を契機とし昭和４１年策定）

5つの実績降雨パターン 本川上流型
昭和29年9月洪水

本川下流型
昭和34年7月洪水

人吉上流型
昭和39年8月洪水

全川型
昭和40年7月洪水

川辺川型
昭和38年8月洪水

単位：m3/s
（ ）は合流量

（参考）第37回河川整備方針検討小委員会 資料－２

４



主要洪水における人吉地点ピーク流量

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

Ｓ３９．８ Ｓ４０．７ Ｓ４６．８ Ｓ４７．６ Ｓ４７．７ Ｓ５７．７ Ｈ５．９ Ｈ７．７ Ｈ９．９ Ｈ１６．８ Ｈ１７．９

洪水年

流量（m
3
/s）

氾濫等戻し流量
実際に流下した流量

降雨の継続時間（主要洪水）

0

12

24

36

48

60

72

84

96

108

120

132

144

Ｓ３９．８ Ｓ４０．７ Ｓ４６．８ Ｓ４７．６ Ｓ４７．７ Ｓ５７．７ Ｈ５．９ Ｈ７．７ Ｈ９．９ Ｈ１６．８ Ｈ１７．９

洪水年

継続時間（ｈ）

一連降雨 ５㎜以上 １０㎜以上

0

4

8

12

16

20

1～6 7～12 13～18 19～24 25～30 31～36 37～42 43～48 49～54 55～60

継　続　時　間

降
　
雨
　
数

これまで実際に降った降雨の降雨継続時間の特性について 球磨川水系

上段グラフ：雨量（mm）
下段グラフ：流量（m3/s）

9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9

S39.8洪水

総雨量：325.9mm
期 間：8/22 9:00～8/26 9:00

0
10
20

30
40
50

7,000

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

5㎜以上
21時間10㎜以上

15時間

22 4 10 16 22 4 10 16 22 4 10 16 22 4 10 16 22

総雨量：592.5mm
期 間：8/2 9:00～8/7 9:00

S46.8洪水
0
10
20

30
40
50

7,000

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

5㎜以上30時間
10㎜以上13時間

総雨量：223.2mm
期 間：6/11 9:00～6/14 9:00

9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9

S47.6洪水0
10
20

30
40
50

7,000

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

5㎜以上10時間
10㎜以上7時間

9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9

総雨量：460.0mm
期 間：7/4 9:00～7/9 9:00

S47.7洪水
0
10
20

30
40
50

7,000

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

5㎜以上10時間
10㎜以上6時間

総雨量：426.5mm
期 間：7/23 9:00～7/27 9:00

9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9

S57.7洪水0
10
20

30
40
50

7,000

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

5㎜以上14時間
10㎜以上13時間

総雨量：281.7mm
期 間：9/1 9:00～9/5 9:00

10 16 22 4 10 16 22 4 10 16 22

H5.9洪水
0
10
20

30
40
50
7,000

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

5㎜以上
13時間

10㎜以上
9時間

H17.9洪水

9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9

総雨量：492.5mm
期 間：9/4 9:00～9/7 9:00

0
10
20

30
40
50

7,000

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

5㎜以上
26時間10㎜以上

21時間

H7.7洪水

1 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21

総雨量：658.5mm
期 間：6/30 9:00～7/7 9:00

0
10
20

30
40
50

7,000

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

5㎜以上13時間
10㎜以上3時間

H16.8洪水

9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9

総雨量：382.5mm
期 間：8/28 9:00～8/31 9:00

0
10
20

30
40
50

7,000

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

5㎜以上
24時間10㎜以上

17時間

7,000

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21 3 9

総雨量：893.9mm
期 間：6/28 9:00～7/7 9:00

S40.7洪水
0
10
20

30
40
50

5㎜以上8時間
10㎜以上

4時間

総雨量：241.8mm
期 間：9/15 9:00～9/19 9:00

9 15 21 3 9 15 21 3 9 15 21

0
10
20

30
40
50

7,000

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

5㎜以上12時間
10㎜以上

7時間

H9.9洪水

○人吉上流域平均雨量とハイドログラフ（実際に流下した流量）

3,234
5,067 4,725

3,041

3,928
5,372

2,907

3,884
2,792

4,023 4,338

一連降雨の頻度分布

・大きな洪水では、降雨の降り始めから終わりまでの時間は１日～５日
・主要な洪水は、強い降雨が１０数時間に集中している傾向（球磨川の降雨・流出特性）

S28～H17の年最大雨量
全てについて整理

降雨継続時間

主要洪水における降雨継続時間

主要洪水における人吉地点ピーク流量

降り始めから降り終わりまでの時間

(台風性) (梅雨性) (台風性) (梅雨性)

(梅雨性) (梅雨性) (台風性)

(梅雨性) (台風性) (台風性) (台風性)

５



山腹に降った雨
は12時間で基準

地点へ到達する
とすれば（洪水
到達時間12時
間）、12時間以

内に降った降雨
により洪水の主
要部分が構成さ
れている。

山頂

基準地点

雨が降った場合に基準
地点へ10～12時間程度
で到達するエリア

流量

10～12
時間

【洪水到達時間】

計画降雨継続時間の設定 球磨川水系

以下のような流域の降雨と流出特性を考慮して１２時間と設定
(1)洪水の到達時間（山の上から下に到達する時間）８～１１時間
(2)１２時間雨量とピーク流量の相関が高い
(3)大きな洪水流量が発生するのは、１２時間程度に降雨が集中し
ている場合が多いこと。

洪水の主要部分を形成する降雨の立ち上がりからの時間を設定
（ピーク流量生起時刻以前の雨量が、ピーク流量生起時刻(Ta)
の雨量と同じくらいになる時刻(Tb)により推定する。）

Ｔｐ＝Ｔａ－Ｔｂ

(Ta):流量ピーク生起時刻

Tp

雨量

流量

(Tb):(Ta)の雨量と同程度の雨量の時刻

流域の大きさ、降雨、土地利用の特性から洪水の到達時間を求める
（kinematic wave理論の洪水到達時間を表す式に、河道長と地形則を
導入し、以下の計算式により推定する。）

Ａ：流域面積（km2）
re：平均降雨強度（㎜/hr）
Ｃ：流域特性を表す係数

Ｔｐ＝Ｃ×Ａ0.22×ｒｅ-0.35

※【 】内は、平均値

８～１１
8～10
【８】

4～25
【１１】

人 吉

結果角屋の式Kinematic Wave法

洪水到達時間
地点名

（単位：時間）主要１０洪水における洪水到達時間設定結果

出典：水理公式集

計画降雨継続時間の設定の考え方

○基本高水のピーク流量の算定にあたっては、降雨の時間・空間
分布が洪水のピーク流量に影響するため、時間・空間分布の
様々な降雨についての検討が必要。

○検討にあたっては、洪水の主要部分の形成に大きく寄与するよ
うな降雨継続時間を計画降雨継続時間とし、引き伸ばした降雨
が過大とならないよう計画降雨継続時間内の降雨についてのみ
計画降雨量まで引き伸ばす。

球磨川水系での計画降雨継続時間の設定

洪水到達時間の検討

雨が降った場合に基準
地点へ7～9時間程度で
到達するエリア

雨が降った場合に基準
地点へ4～6時間程度で
到達するエリア

雨が降った場合に基準
地点へ1～3時間程度で
到達するエリア

支川流域に降った雨
を合わせて流下

② 角屋の式による検討

① kinematic waveに基づく式による検討

7～9
時間

4～6
時間

1～3
時間

Tp:洪水到達時間
Ta:ピーク流量を発生する特性
曲線の上端での出発時間

Tb:特性曲線の下流端への
到達時間
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年最大12時間雨量と年最大日１２時間雨量関係

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0 350.0

年最大日雨量

年
最
大
1
2
時
間
雨
量

0

5

10

15

20

25

30

35

9 11 13 15 17 19 21 23 1 3 5 7

雨量観測所数の推移

0
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50

60

S2 S8 S14 S20 S26 S32 S38 S44 S50 S56 S62 H5 H11 H17

時間雨量観測所

日雨量観測所

※データはS28年～H17年の人吉上流域平均雨量。

日雨量と時間雨量の違いについて 球磨川水系

○日雨量と時間雨量

日 雨 量：９時から次の日の９時まで（日界：９時）に観測された雨量のこと。
降雨の時間分布は不明

時間雨量：時間毎の雨量。降雨の時間分布が把握可能。

年最大日雨量：年間で最大となる日雨量
年最大12時間雨量：年間で日界にかかわらず最大となる12時間の雨量

昭和28年より時間雨量観測データが存在
【気象台４観測所】江代・矢岳・五木・人吉

昭和27年以前の時間雨量観
測データは存在していない。

12時間雨量が日界をまたがない降雨の例

日雨量：
296.2mm
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30

35

9 11 13 15 17 19 21 23 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 1 3 5 7

日 界

12時間雨量が日界をまたぐ降雨の例

１２時間雨量
（190.4mm）

日雨量：126.7mm 日雨量：114.9mm
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年最大12時間雨量と年最大日雨量の生起日が異なる降雨の例

（7/9）（7/2）

年最大
１２時間雨量
（114.4mm）

年最大日雨量
（155.9mm）

日雨量：
58.9mm

日雨量：7.3mm 日雨量：
134.9mm

（7/3） （7/4） （7/8）

○日雨量資料 ：昭和 ２年～昭和４０年（３９年間）
○時間雨量資料：昭和２８年～昭和４０年（１３年間）
→時間雨量データの蓄積が少なかったこと、降雨が日界をまたぐ場合があることから
工事実施基本計画では日雨量データを使用

工事実施基本計画策定（S41）

【平成7年7月洪水】

【平成9年9月洪水】

【昭和60年7月洪水】

○年最大日雨量と年最大１２時
間雨量は必ずしも同一日に発
生しない。また、年最大１２
時間雨量は日界をまたぐ場合
がある。

○日雨量のみのデータでは、年
最大１２時間雨量の発生時が
不明である。

○この様なことから、年最大日
雨量と年最大１２時間雨量に
は相関がみられず、推定する
ことは困難。

○５３洪水中１８洪水で年
最大１２時間雨量と年最大
日雨量が異なる日に発生

○５３洪水中２７洪水
で１２時間雨量が日界
をまたいで降っている

○日雨量と時間雨量データの蓄積状況

（７／２） （７／３） （７／４） （７／８） （７／９）

１２時間雨量
（184.7mm）

(㎜)

(㎜)

年最大日雨量と年最大12時間雨量の関係

9

9
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他水系の計画降雨継続時間の設定状況 球磨川水系

これまで河川整備基本方針で流量改定を行った水系の降雨継続時間

各水系の降雨継続時間については、時間データの蓄積を踏まえた分析結果から見直しを行っている。

基本高水のピーク流量の決定にあたっては、降雨確率評価と、実績最大流量等を総合的に検討。

策定年 計画規模 計画降雨量
基本高水の
ピーク流量
(m3/s)

策定年 計画規模
計画降雨
継続時間

計画降雨量
基本高水の
ピーク流量
(m3/s)

大淀川 2,230 宮崎 Ｓ４０ 1/70 320mm/日 7,500 Ｈ１５．２ 1/150 ４８ｈ 573mm/48h 9,700

五ヶ瀬川 1,820 三輪 Ｓ４１
観測史上最大

（雨）
475.3mm/日 6,000 Ｈ１６．１ 1/100 １２ｈ 352mm/12h 7,200

番匠川 464 番匠橋 Ｓ４３
観測史上最大

（雨）
260mm/5h 3,000 Ｈ１６．１ 1/100 １２ｈ 407mm/12h 3,600

安倍川 567 手越 Ｓ４１ 1/80
雨量確率、比流
量などから総合
判断

5,500 Ｈ１６．６ 1/150 １２ｈ 383mm/12h 6,000

庄内川 1,010 枇杷島 Ｓ５０ 1/200 250mm/日 4,500 Ｈ１７．１１ 1/200 ２４ｈ 376mm/24h 4,700

沙流川 1,350 平取 Ｈ１１ 1/100
239.8mm/2

日
5,400 Ｈ１７．１１ 1/100 ２４ｈ 300mm/24ｈ 6,600

高津川 1,090 高角 Ｓ４３ 4,200 Ｈ１８．２ 1/100 ２日　※ 353mm/2日 5,200

流量改定後の計画

S18.9及びS20.9の観測雨
量

※　高津川は、雨量確率の統計期間に流量観測史上第２位の昭和１８年９月洪水（改定前基本高水ピーク流量4,200m3/sに対し4,000m3/s）を
　　　含めた計画とする等から昭和１８年以前より観測されていた日雨量データを用いることとし２日雨量を採用

水系名 基準地点流域面積

流量改定前の計画

※ 高津川は、実際に発生した昭和４７年７月の洪水を基本高水のピーク流量としており、このときの洪水は概ね２日で降っていること、雨量確率の統計期間に流量観測史
上第２位の昭和１８年９月洪水（改定前基本高水ピーク流量4,200m3/sに対し4,000m3/s）を含めた計画とすること等から昭和１８年以前より観測されていた日雨量データ
を用いることとし、２日雨量を採用

（ｋｍ２）
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１２時間分だけを計画降雨量まで引き伸ばした後の人吉上流域平均雨量(㎜)、人吉流量(m3/s)

降雨の時間分布、空間分布のパターン（１） 球磨川水系

・雨の降り方は時間・空間的にいろいろなパ
ターンがあるため大きな洪水における実際
の降雨の時間分布・空間分布について検討

・以下のことから、計画降雨継続時間を１２
時間とする。

(1)洪水の到達時間（山の上から下に到達す

る時間）８～１１時間
(2)１２時間雨量とピーク流量の相関が高い
(3)大きな洪水流量が発生するのは、１２時

間程度に降雨が集中している場合が多い。

・降雨が過大とならないよう降雨全体を引き
伸ばさず洪水のピークに寄与する１２時間
のみを計画降雨量まで引き伸ばした降雨を
用いる
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凡例

実績降雨

引き伸ばし
後の流量

12時間

２日

その他

実績１位

実績２位

氾濫等もどし流量5,700m3/s

氾濫等もどし流量5,500m3/s

９



球磨川水系

S40.7洪水 (梅雨性)S39.8洪水 (台風性)

S47.7洪水 (梅雨性) S57.7洪水 (梅雨性)

H17.9洪水 (台風性)H16.8洪水 (台風性)H9.9洪水 (台風性)H7.7洪水 (梅雨性)

H5.9洪水 (台風性)S47.6洪水 (梅雨性)

S46.8洪水 (台風性)

S30.9洪水 (台風性)

降雨の時間分布、空間分布のパターン（２）
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○一般に、洪水のピーク流量に寄与する等によ

り設定した計画降雨継続時間１２時間につい

て実績降雨を計画降雨量まで引き伸ばしてい

るが、これより短い降雨継続時間の降雨量が

非現実的になっているものについては棄却

○球磨川流域では計画降雨継続時間１２時間に
引き伸ばしているが、これより短い４時間雨
量の確率が極端に大きいS47.6洪水、４時間、
８時間の確率が極端に大きいS40.7洪水は引き

伸ばしの対象外とする

降雨の引き伸ばしにあたっての
短時間雨量からの検証
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８時間雨量の発生確率
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降雨の空間分布（引き伸ばし前）
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